
令和６年１月９日（火）

　　　　北区立　谷端小学校
　　　　 校長   清水　智子

１月号（No.467）

1 2 3 4 5 6

8 月 成人の日

9 火 4 4 4 4 4 4 ※給食なし

10 水 4 4 5 5 5 5 席書会（５年、６年）①　安全指導

11 木 5 5 6 6 6 6
席書会（３年、４年）②　発育測定（１～３年）
滝野川紅葉中学校 新入生体験授業・保護者説
明会(６年)

12 金 5 5 5 5 6 6 発育測定（４～６年）　委員会活動

13 土

14 日

15 月 5 5 5 6 6 6 校内書き初め展始　読書月間始

16 火 5 6 6 6 6 6 社会科見学（３年）　読み聞かせ（２-２、６年）

17 水 4 4 5 5 5 5
避難訓練　読み聞かせ（１年、２-１）
チャイルド班遊び

18 木 5 5 6 6 6 6 租税教室（６年）

19 金 5 5 6 6 6 6 クラブ活動　クラブ見学(３年)

20 土 3 3 3 3 3 3

土曜授業日　学校公開
道徳授業地区公開講座（道徳のみ公開）
北区小学校研究演奏会 (午後)
※キッズバンド参加

21 日

22 月 5 5 5 5 5 5

23 火 5 6 6 6 6 6 薬物乱用防止教室（６年）　総合出前授業(４年)

24 水 5 5 5 4 5 5
読み聞かせ（３年、４年）
学校ファミリーの日
※下校１４：３０　４年のみ１３：１５

25 木 5 5 6 6 6 6
新１年生保護者会　１５：００
糸車体験（１年）

26 金 4 4 4 4 4 4 読み聞かせ（５年）

27 土 滝野川西地区文化祭(午後)※キッズバンド参加

28 日

29 月 5 5 5 6 6 6 校内書き初め展終

30 火 5 6 6 6 6 6 獣医来校「ユリさんについて学ぼう」（１～３年）

31 水 4 4 4 5 4 4 校内研究授業（４年）

1 木 5 5 6 6 6 6 安全指導　社会科見学(４年)

2 金 5 5 5 5 6 6 委員会活動

3 土

4 日

5 月 4 4 4 4 5 4 校内研究授業(５年)

6 火 4 4 4 4 4 4 社会科見学(３年)

7 水 4 4 4 4 4 4 チャイルド班遊び

２月(第１週目)の予定表

日 曜 1月（第２週）の予定表
授　業　時　数

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ☎０３（３９１６）１１５５

甲辰年 「答えのない問い」を問い続ける
校長 清水 智子

まずは、元旦に石川県能登地方を襲った最大震度７の地震

により、甚大な被害を受けた皆様にお悔やみ申し上げると共

に、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。寒さの

厳しい中、今も懸命な救助活動が続いている状況に心が痛み

ます。救助活動が一刻も早く進むことを願ってやみません。

たつ（甲辰）年を迎えました。新年おめでとうございます。

年頭に当たり、子ども達、そしてご家族の皆様、地域の皆様

にとりまして素晴らしい１年になりますことを、心よりお祈

り申し上げます。どうぞ本年も、子ども達への変わらぬお導

きを賜りますよう、お願い申し上げます。

干支の辰は、十二支では唯一、空想上の生き物です。「力

強い」「勇ましい」という特徴から、「飛躍」「向上」の象

徴としても親しまれてきました。甲辰は植物の成長に例える

と、「種子がまだ固い殻に覆われた状態」を意味するそうで

す。今年は、龍が水や雲、翼を得るように、蓄えてきた力を

存分に発揮して殻を破り、飛躍する年としたいものです。

さて、社会が急激に変化し、昨日の常識が今日覆る世の中

において共通の課題は、「答えがないこと」ではないでしょ

うか。そのような中で、これからの子ども達に求められる資

質・能力を踏まえた教育を見直した時、子ども達が「答えが

ない問い」について、自分で考えることができるようにする

ことは大変重要であると思います。世の中には答えがあると

思っていると、子ども達は「覚えればよい」「自分が考えな

くても誰かが教えてくれる」と考えるようになってしまいま

す。「答えがない問い」を解決しようとする場合には、教員

も周りにいる大人も答えを持ち合わせていません。これまで

は、「教えてくれる人」「情報を与えてくれる人」であった

教員や大人が「一緒に問題に立ち向かう人」「共に考えを深

め、解決の方向性を見出そうとする人」になる時代が来てい

ます。子ども達自身が自ら解決したいと見出した問いがあれ

ば、一定の解が見付かり、その解が見付かると次の問いが生

まれます。このような問いのスパイラルを教員と共に経験す

ることが、「答えのない問い」を考え続ける学びにつながる

と思います。子ども達には、稚拙でも構わないので、体当た

りで各自の問いにぶつかってみる経験をさせたいと考えてい

ます。そのような経験の積み重ねが、子ども達を元気にし、

それが家族や地域の元気、地球の元気につながり、みんなの

力があれば何とかやっていける、という思いを育てることに

つながるのではないかと考えます。

本年も、水を得て天に昇る龍のように、谷端小の子ども達

が成長し躍進する１年となりますように、努力して参ります。

引き続き、ご指導とご鞭撻を賜りますようにお願い申し上げ

ます。

本校舎と増築校舎をつなぐ通路の工事が始まりまし

た。増築校舎の教室や廊下、階段などの姿も見えてき

ました。リノベーションを行っている本校舎の更衣室、

保健室も出来上がり、来年度からの使用の準備を整え

ています。

２校時(９：２０～１０：０５)体育館にて、元全国小学校道徳教育研究会

会長 東京家政大学 特任准教授 鈴村 邦夫先生による講演会及

び意見交換会を実施します。ぜひ、ご参会をお願いいたします。

演題「子どもの自尊感情を育てる保護者の在り方

～子育てを振り返りながら、ご一緒に考えましょう～」

第１４回「税に関する絵はがきコンクール」 表彰

入選 ６年１組 S・R さん

おめでとうございます
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